
AlanBoothの 徒 歩 日本 縦 断 記

TheRoadstoSataに つ い て1

関田 敬一

1

アラ ン・ブースが書いた 『縦断記』は明るくて愉しい本である。ブースは日本 と日

本人を納得のゆくまで知ろうとしたのである。それが日本で最北の稚内から鹿児島

の佐多岬 まで歩 くという旅行になった。宿泊施設には予約を入れないで、もしも宿

が見つからない場合 には野宿 をするという冒険の旅である。リュックには寝袋 を入

れている。それは東京に代表される都市生活にはない日本を知るための旅である。

そ して経済発展の陰にか くれてしまった日本人の生活 を記録することとなる。ブー

スの文章には懐かしい日本の風景や人々の生活がたびたび現れる。われわれにとっ

ては当たり前のことであっても、イギ リス人であるブースを通 して語 られることで

新 しいものとなる。それはラフカディオ ・ハーンを思い起こさせるだろう。ブースも

ハーンに負けず日本を好きになり夢中になった外国人の一人であるに違いあるまい。

しか し両者における違いは、ハーンの時代が明治であることに対 し、ブースは敗戦

後の日本 とい うことである。彼 は外 国人の姿少 ない広島の平和記念公園を訪れる。

そこでこの旅で もっとも苦しい思いをするのである。原子爆弾 の悲惨さに関す る記

述 をこの本の中に入れることは初めか らブースの頭にあったであろうと思われる。

『縦断記』は全体 として大胆で愉 しい旅行記の印象 を与 える一方で、細やかな配慮

がなされていて味わい深い本となっているのである。日本に関する英文の旅行記 と

して傑作 といってもよいであろう。
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さて 『縦断記』が愉 しく感じられる理由のひとつは全体に散 りばめられたブースの

ユーモアである。旅を始めてまもなく泊まった旅館の主人は、小学校の教師もつ と

めている。そこで小学校の教室へ と案内されることになる。1年 生が3名 、2年 生

が1名 のクラスである。ブースは自身のことを"theThingfromOuterSpace"で あ

るとして、先生 と生徒の会話を記録 し始める。

"N
ow,children,here'sanEnglishmanwhocomesfromEngland.Doyou

knowwhereEnglandis,Kazuko-chan?°

°Z
uttomuko(faraway)"

"A
nddoyouthinkyoucanfinditonourmap?"

Abatteredmetalglobehadbeendraggedouttothefrontoftheclassand

thefourchildrenclusteredroundit,wriggling.

"N
o,Kazuko-chap,that'sSaudiArabia.ThisisEngland,°saidMr.Obata,

tappingIceland.Mr.Obatarockedbackonhisheelsasheaddressedhisfour

pupils,gesturingatthemwithlargesweepsofhisarms.

"N
ow,yesterdaythisforeignerwalkedthirty-threekilometers,alltheway

fromCapeSoya.Where'sCapeSoya,Kazuko-chap?"

"Z
uttomuko(faraway)

"Y
es,andtodaythisAmericanisgoingtowalktoToyotomi.Where'sthat,

Ryoichi-kun?"

°Z
uttomuko"

"A
ndafterthathe'sgoingtowalkallthroughJapan"

"O
ooooooo!"

"H
owlongdoyouthinkthat'lltakehim?"

"A
week."

"T
woweeks:'

"Si
xmonths"

"Fi
veyears."
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Andbythistimemyfeetwerebeginningtotingle,soafterthechildrenhad

eachtriedtoliftmyrucksack(thelittlegirlwastheonlyonewhosucceeded),

Idrankacupofthingreenteaintheteachers'room,whiletheheadmaster

guffawedquietlyathisdesk,andthensetoffinearnestforToyotomi.(P.8)2

"Z
uttomuko."と 繰 り返す子供 はユーモラスであ るが、それだけではないのだ。

Obata先 生 はイギリスとアイスランドを間違えて しまうばか りか、イギリス人である

ブースは、いつの間にかアメリカ人になってしまうのである。そして校長先生につ

いては、無能に違いないと思わせるかのように大笑いしているのである。このよう

な表現にはだれもが思わず苦笑 して しまうことだろう。 自分 もObata先 生 も生徒た

ちも校長 までも笑いにしてしまうところは見事である。しか しながらコメディとして

整いすぎると、実際の旅行中の出来事ではなく創作ではないかと感 じさせてしまう

かもしれないであろう。そこで少女だけがブースのリュックを持ち上げられたとい

う偶発的なエピソー ドを挿入することによって、リアリティとのバランスを取ってい

るようにも感 じられる。少女だけが リュックを持 ち上げるのはユーモラスでもある

が、現実に生 じたハプニ ングの感じがするのである。ブースがこの 『縦断記』を愉

しい本にしたいと願っていることは、このような話を旅 のはじめに入れたことや子

供たちとの交流を多 く書 き込んだことか ら感 じとれるのである。

子供たちのその予想外の無邪気 な言動はとりわけユーモラスであることが多い

ものである。子供には可能であるが大人には不可能なことも多々あるのだ。子供は

大人と違い素直に外国人に関心を示すものである。留萌の高校生がブースに声をか

ける。

Rumoiseemedalivelyenoughcity,Ithought,thoughcuriouslysubduedinthe

earlymorningwhenIleftit,stridingoffatthebeginningofthetenthdayofmy

journeypastemptycoaltrucksandrowsofuniformedhighschoolpupils,thegirls

babblingexcitedlyintheirneatfull-skirtedsailorsuits,theboysintheirshiny

blackblazersandgeta,draggingtheirsatchelsalongtherailingsbytheroadside
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andwaitingtillIwaswellpastbeforeshoutingout,"Hey,yOOO!"(P.20)

どこで覚えた英語であろうか、いきなり"Hey,yooo!"で ある。海外の読者ならば日

本の英語教育はどうなっているのかと首をひねるのではないだろうか。実際にはブ

ースを見て恥ずかしがって下 を向いてしまう子供 もいたであろうと思 う
。しか し旅

行の始まりにブースが書いている子供たちは内気なタイプではないのである。外国

人に言葉をかけるというのは、それが茶 目っ気によるものであろうとも、交流を求

めていることにほかならない。英語 を習い始めた年頃の子供たちがブースに声 をか

ける。

"Zi
ssisaPEN!ZissisaPEN!"screamedthechildrenasIwalkedintothecity.

(P.19)

このように書かれると読者は愉快 になってしまう。 しかし英語をまだ習っていな

い幼い子供たちはブースに容赦がない。

FourlittleboysonbicyclesescortedmeintothetownofNumataatfive

o'clockintheafternoonandmademestoptolookattheirpicturesofsuupaa-

kaa("supercars").

°Wh
atsuupaa-kaadoyouhaveinEngland?"

Ifeltboastful:"Oh,youknow...RollsRoyces...Jaguars..."

"l
sthatall?"

Well,er...there's...er...AstonMartins..."

"l
t'sashamehe'snotanItalian.They'vegotLamborghinis."

Andwiththataccusationringinginmyears,Iwasshowntoaryokanand

promptlyabandoned.(P.21)

大人とは違い子供は外国人に対する精神上の垣根が低いのであろう。このような
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子供たちとのや りとりについての話題は全体 にわたって見 られるが、特 に旅の始 ま

りに多 くて全体の調子の方向づけをしているのである。ブースにとって、旅行 とは

基本的に愉 しむべきものなのである。そして旅行記 についても、それを読む人を同

じように愉 しませたいと考えているのである。

日本滞在7年 でブースの日本語 はかなり上達 していた。旅行 中の日本人 との会話

は日本語を用いていたと考えられる。そして 日本語で困ったという記述はないので

ある。ブースは書いていないのであるが 日本語習得の努力をあらゆる方法で してい

たに違いあるまい。三沢や広島で出会 うアメリカ人が 日本に何年 も滞在 しなが ら、

一言 も日本語を学ぽうとしないことに対 して、批判的な態度をのぞかせるブースな

のである。この旅において見 られるようにブースの 日本語の習得方法の特徴は、実

際に日本人に対 して積極的に日本語 を使ってみることである。そして文学、歴史、

地理など総合的な関心 を持っていることも明らかである。『縦断記』中には、斜体字

になった日本語 のローマ字がしばしば出てくるのだが、 これは外 国からの旅行者に

日本語を学ぶように促す働 きをするだろう。ブースは子供たちを日本語を用いて追

い払ってみせる。

Myeleventhdayopenedonacloudyskyandfourmorelittleboyswhopursued

meonbicycles,screaming"Gaijin!Gaijin!(Foreigner!Foreigner!)"Whenthey

hadovertakenme,theyblockedmypathwiththeirbicyclesandstoodscowlingup

atmeopen-mouthed:"Ufu/Mite!Eigonohitoda!(Ugh!Look!It'sanEnglish-

speaker!)"IsuggestedtotheminJapanesethattheymightliketomovetheir

bicycles.Theytumedaway,crestfallen:"Ara!Eigojanakattaノ(Oh!Itwasn'tan

English-speaker!)"(P.23)

ブースにとって関心の中心 は人間である。 したがって老人にも関心をよせ るので

ある。子供たちとのやりとりの多い部分 にも、老人を観察 している話が入る。子供

たちはこれから人生 を歩むのだ。したがってまだ人生を知らない。老人によっての

み人生の意味を知ることができるのだとも言えよう。
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InthebackofonelittleshopIstoppedintherewasawomanwithasmileso

astonishinglylovelythatitshotoffherfacelikeabeamoflight.Iglimpsedher

whileIwasbuyinganapple.Shewasverytinyandhadagrotesquelyhunched

back,andshesatinfrontofahugeelectricknittingmachinethatsomeonehad

boughtherasapresent;abrand-newelectriccomputerizedknittingmachine‐slip

inacardandoutcomesacushioncover.Idon'tthinkIhaveeverseenanyonelook

prouderthanthatlittlehunchbackedwomansittingtheresmilingatme,wanting

metonoticeherknittingmachine.(PP.15-16)

ブースの表現の特徴 として言えることは"agrotesquelyhunchedback"の ような

リァリズムを入れていることである。ブースの文章か らは、おもに優 しさを感 じ取

れるのであるが、優 しさではないものがある。それがリアリズムであり、拮抗する

両者が緊張感をもたらしているのである。文章が詩的で美しいと思う。この老女は

何故コンピュータ制御の編み機が誇 らしいのだろうか、それを初めて会ったブース

にまで何故 自慢 して見せるのか。人間が生 きているということは、孤独であるとい

う事実をあらわしているのであり、そこには認識の相違があるだけである。それを

よりはっきりと見ることのできるのは都会よりむしろ田舎であろう。老女が他者との

つなが りの証拠である編み機を誇 らしく思っていることは、ブースにそれ以外の老

女の孤独 な時間を想像 させてしまうのである。

TherewasalullintherainontheseventhdayandIwalkedalongthestillempty

coastroadandsawaneaglerippingthegutsoutofacrow.Onthemainstreetof

onevillage,anoldwomaninadarkkimonowithascarfroundherheadandno

teethinhermouthcameuptomeand,tomyamazement,putherarmsroundmy

neckand,whenIhadbentdowntoher,puthercheekagainstmycheekandasked

mewhereIlived.

"l
nTokyo,"Isaid,andshehuggedmeastightashershakylittlebodywouldlet

her.
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"Ih
avethreegrandsonsinTokyo,"shesaid."Threegrandsons.Thankyou.Take

care.Goodlucktoyou."Andshepattedmeontheback,twice,smilingandthen

sighing,andtheraincamedownagainandIwalkedontowardthesnowy

mountains.(P.16)

美 しい老人は孤独 に耐える力をもっている。鷲がカラスを食 している光景は、暗

色であり、そしてこの老人 も暗色の着物をまとっているのである。両腕をブースの

首に回して、相手の姿勢を低 くさせながら語 りかける様子は、まさに老人を描 き出

していて見事 である。鷲がカラスを食 らう描写に負けない表現であるといえよう。

その結果、自然界の真実と老人の真実とが不思議な均衡感を保っているのである。

2

私 が アラン・ブース とい う名 のイギ リス人を知ったのは、LonelyPlanet社 の

Japan(2009)に よ ってであ った。そ の英 文 旅行 案内 のTravelLiteratureの 項 に

"T
ravelbooksaboutJapanoftenendupturningintoextendedreflectionsonthe

eccentricitiesoruniquenessoftheJapanese.Onewriterwhodidnotfallpreyto

thistemptationwasAlanBooth."と あって興味をもったのである。読んでみると、

なるほど個性的な魅力のある本であると思ったのである。そして和訳 『ニッポン縦

断日記』の出版 もあって、 日本 においても愛読者が少なか らずいることを知ったの

である。3ブ ースの 『縦断記』の魅力とは何か と考えていたところ、いろいろなこ

とが言えそうだと思い、まとめてみる次第である。

ブースの略歴を述べてみる。1946年 に ロンドンに生まれる。10歳 の頃にはシェイ

クスピアをすべて読んでいたと言われる。バー ミンガム大学で演劇を学ぶ。シェイ

クスピア ・センターにて役者兼監督を務める。儀式 としての演劇への関心か ら、 日

本の能に関心を持つ ようになり、1970年 に来日する。 しかし興味は日本そのものへ

と移 り、居を日本に定めて作家となる。映画批評か ら社会 ・政治にわた り広範囲な

文筆活動に手を付けたが、1993年 に結腸癌にて47歳 で亡 くなる。

『縦断記』の初版は1985年 であるが、実際に徒歩旅行が行われたのは1977年 のこ
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とで、ブースが30歳 、来 日7年 目である。行程は、梅雨がない北海道の宗谷岬から

南に向けて6月29日 に歩き始めたと記されている。そして終着点の鹿児島の佐田岬

に到達 したのは11月3日 のことだから、全行程に4ヶ 月と5日 を要したことになる。

ブースの足跡を辿るために日本地図が載っていて、大雑把に見れば、宗谷か ら佐田

までの最短距離を歩いたように見えるのだが、拡大図の掲載があるのでさらに確認

してみると、直線ではなくてギザギザ になっていて同じ道を行 き来 した りしている。

宿泊場所を探 さなければならなかったブースにとっては仕方なかったことだったの

である。それでも宿が見つからないときのために、野宿用の寝袋だけはリュックに

入れている。後にブースの 『縦断記』を読んで影響を受け、ブースとは反対に佐田

か ら宗谷へと歩 き、もうひとつの 『縦断記』を書 くことになったMcLachlanは 、 リュ

ックに小型テントを入れている。4マ クラクランの文章にはブースのような宿探 し

の苦労話が少 ないのだ。宿が見つからないときはテ ントを張 っている。予約のない

宿泊とは、泊まろうとす る者だけでなく泊める側 も心配 して気 を遣 うのである。宿

泊するのは観光地にあるような大きなホテルではない。そのうえ外国人である。ブ

ースには書かれているより多くの苦労があったであろうが、宿探 しをする話がブー

スという個性的な人間に語 られることによって、機知に富んだ表現で愉 しい ものに

かわり、旅行記の魅力を増しているのは事実である。宿泊 を断る宿側も責め られて

いない。 リュックを背負 う外 国人がいきなりあらわれるとすれば、不信 をいだくの

も当然 とブースは慮る。ブースの人間性が感 じられるのである。

鶴岡の手前の温海でブースと宿屋の女性が泊めるか泊めないかについて不思議な

会話をしている。

Duskcameonfastandathalfpastsixitwasnight.InthevillageofAtsumi

thewomanattheryokandoorstoodtwistingherapronaboutinherfists.

"A
rethereanyroomsfree?"Iaskedwithanencouragingsmile.

°W
ell,yes,thereare,butwehaven'tgotanybeds.Wesleeponmattresses

onthefloor."

"Y
es,Iknow,"Isaid."1'velivedinJapanforsevenyears."
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"A
ndyouwon'tbeabletoeatthefood."

°Wh

y,what'sthematterwithit?"

°lt'
sfish."

°Ilik
efish:'

"B
utit'srawfish

°L
ook,1'velivedinJapanforsevenyears.Mywife'sJapanese.Ilikeraw

fish."

"B
utIdon'tthinkwe'vegotanyknivesandforks:'

"L
ook..."

"A
ndyoucan'tusechopsticks:'

"Of
courseIcan.1'velivedinJapanfor..."

"B
utit'satata血 一matroomandtherearen'tanyarmchairs."

"L
ook..."

"A
ndthere'snoshowerinthebathroom.It'sano-faro."

"I
usechopsticksathome.Isitontatami.Ieatrawfish.Iuseano-furo.1've

livedinJapanforsevenyears.That'snearlyaquarterofmylife.Mywife..."

"Y
es,"moanedthewoman,"butwecan'tspeakEnglish:'

"Id
on'tsupposethatwillbotherus,"Isighed."We'vebeenspeaking

Japaneseforthelastfive血nuites."(PlO8)

ブースが宿探 しの苦労を書 くのは温海についてだけではない。なかで も印象的なの

は福井県、南越前町の河野において部屋が空いていないと宿泊を断 られる時である。

その様子か ら疑いを持 ったブースは宿のマッチをもらって、少し離れた公衆電話か

ら宿は空いていないかと電話する。空いていることを知らされるブースは、怒 りを

あ らわにせず、そっと受話器 を戻 している。しかしその後 もあまりに失礼な断 り方

をされ続けたので(P.165)、 さすがのブースも怒りおさまらず、ようや く見つけた宿

で行政の長への意見書 を書 き記すのである。 しかし結局、破って灰皿に捨ててゆく

のである。ブースは有名 な週刊誌の名をかた り、この旅で福井県のもてなしについ
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ての記事を書いている、 もし宿泊 を断るなら、あなたについて個人的な記事 を長々

と書 くことになると言い張って一夜 の宿 をかろうじて得る。地名を出された河野に

とっては不名誉なことかもしれないが、ブースの対応はここでも見事 なものであろ

う。

しかしどうしても泊 まることので きる場所が見つからなくて、野宿 をしたことが

2度 ある。支笏湖のキャンプ場の管理人とのや りとりである。

°D
oyoumindifIsleepdownthereonthebeach?"

°Y
oucanifyouwant

"Ih
aven'tgotatent:'

Hewaslightingacigarette.°Haven'tgotatent?"

"WillIh
avetopay?"

Theoldcaretakersquintedatthepackonmyback.

"1'
vegotasleepingbag."

Heshrugged,saidnothing,andwentbackintohishut.(P.38)

夜半、突如雨が降り始める。それが大雨となり、びしょ濡れのまま管理人の小屋の

軒下に避難する。その時の管理人である老いた男性の様子を書いている。

Alightwentoninthehut.Thoughthecondensationonthewindowlcouldseethe

woodstovetheoldmanhadburning.Isawhisshadowmoveacrossthedrywall

andwatchedhimpeeroutthroughthelightedwindowandstareatmelyingonhis

step.ThenIheardhimmovetothedoor.Thedooropenedalittleand,byturning

aninch,Icouldseehisfacesilhouettedinthedoorway.Hestoodthereforwhat

seemedaverylongtimeandItriedtothinkofsomethingtosay,butintheend,I

wassparedthenecessityofsayinganything.Quietlybutfirmlyheclosedthedoor

ofhisbutandturnedthekeyinthelock.(P.39)

相手が日本人であれば管理人小屋に入れてくれていたかもしれない。管理人も余計
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な心配をしなかったかもしれないのである。そ して明 らかにブースの側にも相手を

気遣 うゆえの遠慮がある。もしも説明 していたら中へ入れて くれただろう。しか し

双方が大人であるか らこそ相手を気遣いつつも超 えられない一線があるのである。

ブースという人間をより身近 に感 じるのである。"Sayonara"と 言いおいてブースは

旅 を続ける。

新潟の柿崎においては、エピソー ドとしては全編で唯一の 日本人の性 に関する話

が出てくる。(P133)そ れ は トラックの運転手 と旅館の女中とのや りとりを淡々 と記

録 したものである。ブースが歩いた当時の日本は、漫画におけるSMや ポルノ映画

のポスターや看板が巷に氾濫 していた頃の日本である。ブースは子供たちの目に入

るところに性の画像が溢れていることを度々記述 している。 しかしその書 き方はブ

ースらしくて
、つまり高所からの批判ではなくて、日本の混沌をなかば同情と愛を

もって眺めているかのような印象があるのである。

芭蕉は彩 りをそえるために 『奥の細道』のなかに糸魚川にて遊女 と同宿 したエ ピ

ソー ドを入れたのだとい う説明がある。ブースはもちろんそのことを知っていただ

ろう。徒歩で日本 を旅するのに芭蕉 を意識に入れないわけにはいかないのである。

本書の中にもたびたび芭蕉の名が登場するのがその証拠である。しからばと思って

ブースは色艶 のある話を持ち込んでみたのではなかろうか。アラン ・ブースが書い

た 『英語聖語読本』という英語における性表現を集めた本が出版されていて、ブー

スという人物の興味関心の広さには驚嘆すべ きものがあるのである。5

3

天の橋立をすぎると、行路としては近道でありかつ安全なはずの鳥取へは進まず

に、中国山地を抜けて引き寄せられているかのように広島へと向かってゆく。そし

て広島に入るやいなや(第8章)平 和記念公園の話になるのである。

AtthepointwheretheatomicbombwasdroppedonHiroshimathereisaPeace

Park,andinthePeaceParkthereisamuseum.Ivisitedthemuseumwithno

illusionsthatIwouldbeabletowriteaboutwhatIsawandlittlerealhopethatI
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wouldcomprehendit.ThethreehoursthatIspentthere,forcingmyselftolookat

everyitem,readingeachcaptioninEnglishandagaininJapanese,broughtmeno

closertoanunderstandingbuttheyknockedagapingholeinmyspirit.(P.212)

この本 は日本を歩いた記録だけではない。日本理解 をこころみた証明なのだ。それ

ゆえ原子爆弾 について書くことか ら逃げることはで きないのである。ブースには人

に対する深い同情 と共に正義感がある。彼のユーモアを喜ぶのは良いが、ブースの

にこやかな笑顔に垣間見られる真面目さを見過 ごしてはならないのである。

おそらく旅行の計画を立てるはじめより広島行 きはその重要な目的のひとつであ

ったのである。本文にもあるように、天の橋立から海岸沿いに鳥取へ向か うほうが

楽であるのに、引き寄せ られるかのように中国山地を抜けて広島へ と向かうのだ。

た とえば北か ら南へ縦断するのではなく、マクラクランのように南から北へ向か

うとしよう。そ うすれば広島は旅の前半の行程 にはいることになるのである。ブー

スが広島で苦悩 した様子は、ずっと後 を引いて、読者をも同じ気持 ちにさせてしま

うであろう。広島は書かなくてはならないものだが、これは原爆反対のためのレポ

ー トではないのだ。自分が好 きな日本、ほんとうの日本 とは何か、複雑でわか りに

くい日本、そして愉 しい日本 を知ってもらうための旅行記なのである。それが異な

る印象の旅行記になってしまうことは間違いない。広島に行 くと決めたことは、こ

の旅行記が北か ら南に進路 を取 らなければならないようになった大 きな理由のひと

つであるといえるだろう。

その平和記念公園内で原爆被害の写真を見る際、ひとりの日本人に付 きまとわれ

ることになる。

Hesaid:"Yourcountrydidthis

Myeyesmusthavealteredbehindmysunglasses.Islidawayfromhimand

stoppedinfrontofalargephotographofajuniorhighschoolgirlwithhalfher

facemissing.Ifeltthesamenudgeandnowthemanwasgrinning.

°D
oyoulikethispicture?"heasked."Doyoufinditinterestingatall?Doesit
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amuseyou?Doyoufinditamusing?"(P.213)

原子爆弾を作 り出 して広島に悲惨 をもたらした責任は自分にあるかのように、ブー

スは沈黙してしまうのである。

広島平和記念公園の原爆の子の像 は1958年5月5日 に完成する。したがってブー

スが広島に到達したときにはあったのである。ブースはその時に見ていたはずであ

る。しかしブースは佐々木禎子の名前をだしていない。世界に知られるようになっ

た禎子の話は創作 によるものもあるといわれるが、ブースはある少女の話として書

いている。

Thereisastorytoldaboutalittlegirlwhofelldesperatelyillsometwoorthree

monthsafterthebombing.Foralongtimetheexactnatureof°A-bombsickness"

wasonlydimlyunderstood,andtreatmentwashaphazardandineffectual.This

fact,combinedwiththesoaringblack-marketpricesofforeignmedicinesin

postwarJapan,condemnedmostofthosewhocontractedradiation-induced

diseasestoanagonizingdeath.Butthegirl'smotherwasstubbornandresourceful

andhungontoherwitsfarlongerthanmostmotherswouldhave.Patientlyshe

persuadedherlittledaughterthatifshecouldfoldonethousandpapercranesand

stringthemtogetherlikearosaryshewouldrecover.Millionsofthesetiny

cranes‐theworkofwell-wishersandpilgrims‐hangtodayincoloredfestoons

fromthestonemonumentsinthepark,anditwasthesethattheoldmanwas

arranginginheaps.Thelittlegirlbegantomakehercranes,butdailyherfingers

losttheirstrength,andeventuallythesheereffortoffoldingthemwasatorture

bothtoherandtohermother.Stillhermother‐bynow,andofnecessity,a

believerinthemythshehadconcocted‐stubbornlyurgedherdaughtertofold

anothercraneandthenanother,andpainfullythelittlegirlfoldedhercranesand

onebyonethenumbergrew.Shediedaftermakingninehundredandsixty-four.

(PP.215-216)
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原爆の被害に苦 しんだ可哀想な少女ひとりに、打ちのめされて しまうブースがいる

のである。その苦 しむ様子は、雨の中を歩いて宮島に至るまで続いている。

ブースはビールが好 きで、アルコールにまつわるエピソー ドも少な くない。そ し

て平和記念公園を訪れたあとでは泥酔するため労働者の街に出かけたことが書かれ

ている。アルコールには精神の苦 しみを和らげる働 きもある。ブースは酒を飲んで

いる時の描写が大好きに違いないと思うほど生 き生 きと書 くのであるが、広島の酒

は苦い酒であったのだろう。泥 酔す るために出かけたと書いているだけである。

(P.217)

アル コールにまつわるブースの話 もとても愉快なのでエピソードをひとつ引いて

おこう。いきなり宴会にとび込み、宴会を盛 り上げたあとの話である。

InthenightImadethebeginner'slavatorymistake.Whateverthestyleof

Japaneselavatory‐whetherWesternorthetraditionalholeinthefloor‐younever

gointoitwearingthesamepairofslippersthatyouwearalongthecorridors.

Anotherpairofslippers‐oftenhelpfullymarked"lavatory° ‐islaidoutforyou

there,andyouchangeintothemasyouenter.Thebeginner'slavatorymistakeis

this:stumblinghalf-pissedintoahole-in-the-floor-typelavatoryatnight,hekicks

oneofthelavatoryslippersdownthehole.This,Isuppose,happensfairly

regularly,butforaveteranofsevenyearstocommitthisblunderwasan

i皿mediatelysoberingembarrassment.Infact,itwassoembarrassingtobele食

hoppingaboutinasinglelavatoryslipperthatIkickedthatdowntheholeto

followthefirst.Myplanwastodisclaimallknowledgeoftheslipperssothatthe

maidwouldbeaccusedofhavingforgottentolaythemout.This,Icongratulated

myself,wasacast-irondefense,butinthesearinglightofmorningitstruckme

thatImightwellberesortingunawarestoaninstantlyrecognizable"beginner's

lavatoryfeebleploy,"soIavoidednotonlythedownstairsguestsbuttheentire

domesticstaffaswell.(P.88)
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われわれを愉しませてくれる才能のある人を早くに失ったことは残念なことであ

る。 しかしなが らブースの 『縦断記』が今後 も英文による魅力 をもった日本旅行記 と

して、多 くの人々に読 まれ続けていくことは間違いないであろう。

注

1

2

3

4

戸)

1997年 よりKodanshaAmerica版 が出る。アメ リカの初版 は1985年 のWeatherhill,lnc.版 。イ

ギ リス は1986年 のVil(ing版 。

括弧内はKodanshaAmerica版 による引用のペー ジを記す。

1988年 に東京書籍 より柴 田京子訳 にて 『ニ ッポン縦断 日記』が出版されている。和訳 において割

愛 された箇所 が多 数みられる。

McLachlanのFourPairs(～ ノBoo∬ はJapanPublicationsTradingCo.よ り1998年 刊。

アラン ・ブース 『英語聖語読本』英潮社1977
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